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【5】 有機 EL照明 
 

5-1. 照明の歴史と現状 

5-1-a) 照明の歴史 

  先史時代以来１９世紀末まで、照明は、物体を燃焼させることに伴う発光を利用したものであった。たき

火、かがり火、松明（たいまつ）、ロウソク、オイルランプ、灯明、行灯（あんどん）、提灯（ちょうちん）、ガス灯

などである。 

これに対して、２０世紀は、電気エネルギーを用いた照明が主力となった。代表照明が、白熱電球と蛍光

灯である。そして、２１世紀になって新たな照明の実用化が進展する。LED と有機 ELである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-1-b) 既存照明の現状 

  現在、世の中に広く普及している代表的な照明は、白熱電球、蛍光灯、LED（Light Emitting Diode）であ

る。 

 

 白熱電球はフィラメント（抵抗体）に電流を流し、そ

の結果発生するジュール熱による輻射が発光となる。

白熱電球は安価であるが、大きな課題は、寿命と消

費電力である。寿命は、1,000～3,000時間程度である。

消費電極に関しては、発光効率が 15lm/W程度と低

いことが原因であり、CO2削減・地球温暖化防止・環

境保護という観点で大きな問題となっている。このた

め、白熱電球の生産・販売を終了する動きが世界的

に広がっており、一部の国や州では、白熱電球の生

産・販売が法律で禁止される動きもある。日本におい

ても、政府の要請に応じる形で、2010年頃より生産メ

ーカーが次々と生産を終了している。 

 

蛍光灯は、放電で発生する紫外線を蛍光体に当てて可視光線に変換する光源である。高発光効率の照

明であり、寿命も最近１万時間以上となっている。しかし、蛍光管に封入するガスに水銀が用いられている

ため、環境の観点から大きな問題となっている。ヨーロッパの RoHS規制においては、適切な代替え手段が

ないとの観点から蛍光管中の水銀に対しては適用免除となっているが、LED,有機 EL など水銀を含まない

新しい照明技術が出てくる中で、今後、蛍光灯の水銀使用に対して厳しい目が向けられる可能性が高い。 

 

LED は、高発光効率、長寿命が特徴であり、近年、低価格化に拍車がかかっていることと相まって急速

に普及が進んである。ただ、波長的に、紫外線成分を含んでいる点、青色成分が強い点などが問題として

認識され始めている。青色成分が強い点は、「ブルーライト問題」と言われ、まだ明確な実証データが乏し

いが、網膜に対する悪影響、生活リズムに対する悪影響の指摘がなされている。また、LED は点光源であ
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るため、面的照明には不向きという欠点ももっている。 

 

これに対して、有機EL照明は、薄型、軽量、面発光、水銀フリー、紫外線フリーなどの数々の長所を持っ

ている。さらに、フレキシブル化が可能であるのも大きな長所と言える。現状では発光効率、寿命などがま

だ十分ではないが、LED と同等の高発光効率、寿命が可能である。もう一つの大きな課題は価格であり、

この課題を以下に克服するかが、有機 EL照明ビジネスの成否を決めると言っても過言ではない。 

 

白熱電球 蛍光灯 LED OLED

発光効率 ～15lm/W ～80lm/W ＞150lm/W ～140lm/W

寿命
1,000～
3,000時間

6,000～
12,000時間

～40,000時間
10,000～
40,000時間

価格 ～0.1円/lm 0.1～0.3円/lm ～0.5円/lm 10円/lm以上

Hg なし あり なし なし

紫外線 なし あり あり なし

ブルーライト問題 なし なし あり なし
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5-1-c) 有機 EL照明の特長と現状 

有機 ELデバイスは発光デバイスであるため、照明用デバイスでもある。有機 EL照明は、面発光、薄型

軽量の面発光照明が可能であり、さらに、フレキシブル化の大きな可能性を秘めている。 

照明のためには、白色発光が必要であるが、白色有機 ELは、1990年初めに報告された。その後、有機

EL照明のための重要技術である「マルチフォトン技術」が、城戸らにより発明された。マルチフォトン技術は、

有機 EL 素子を多段に積層することにより、素子内で電荷を発生させ、単位電流密度あたりの輝度を向上

させる技術であり、素子の長寿命化に極めて重要な技術である。照明のように高い輝度を求められるデバ

イスにおいては、極めて有効な技術と言える。 

ビジネスとしては、2011 年、ルミオテックにより、白色有機 EL 照明パネルが世界で初めて量産出荷され

た。ただ、低コスト化が急激に進行している LED 照明との競合が厳しく、ビジネスとしては未だ黎明期の域

を脱していない。 

現在、輝度 5,000cd/m2 以上、寿命３万時間以上、効率 100lm/W 以上が開発されており、技術的には

LEDにひけをとらないレベルに達している[12～14]。しかしながら、ビジネス面では LED 照明との競合でき

ておらず、有機EL照明ビジネス展開のためには、低コスト化技術の開発とともに、有機 ELならではのキラ

ーアプリの創出が必要である。次節で述べるフレキシブル化は他の照明デバイスではできないアプリの創

出のキーテクノロジとなりうると期待している。 
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5-2. 有機 EL照明技術 

 

5-2-a) 白色有機EL技術 

  照明においては、一般に白色が求められる。白色の有機EL発光を得る方法にはいくつかあるが、最も一

般的な方法は、発光色の異なる層を積層する方法である。 
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5-2-b) マルチフォトン技術（タンデム技術） 

  マルチフォトン技術は、複数の有機 ELデバイス間に電化発生層を挿入し、複数の有機 ELデバイスを直

列につないだ構造とするものである。これによって、同じ電流で得られる光量が増加するため、寿命性能が

向上する。 
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5-2-b) 光取出し効率向上技術 

  有機 EL の発光のうち、多くはデバイス内に閉じ込められて外部に取り出せない。この閉じ込められた光

を取り出すことは、発光効率向上に不可欠であり、さまざまな工夫がなされている。 

 
 

5-3. 有機 EL照明の事業動向 
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5-4. 有機EL照明のコスト 

 
 

 

 

 

 

 


